

　陽が西に半分ほど沈んだ、昼と夜の境目ともいえるそんな時間に、僕は出会った。

「何かお悩みですか？」

　横浜駅を発車し、帰路に付く人々で溢れかえる相鉄線の車内。社会人になって数カ月が経ち、ようやく見慣れたいつもの光景。

それが、瞬きと共に突如変化したのだ。

　満員だったはずの車内から人々の姿がいなくなり、車窓の一面が茜色の光に満たされて、何が映っているのか不鮮明だった。それでも、電車は確かに動いている。

車内は僕だけかと思っていたが、気付くと僕の眼前に、黒い服を身に纏う一人の人間が立っていた。
　高すぎず低すぎない身長に、肩に付くぐらいの黒い髪。円らな瞳は若さを保ちつつ、整った顔立ちが大人らしさを補っている。女性らしさを醸しながら、それでいてどこか男っぽい印象も拭えない、中性的で不思議な雰囲気に包まれた人だった。
　そんな人から突然に発せられた質問に、僕は戸惑った。周囲の風景が突然変化し、まして見ず知らずの人から問いかけられれば無理ない。どうなっているんだ？
「あなたは、誰なんですか？」

　僕の問いかけに、黒服の人は笑顔で答えた。
「そうですね～。自己紹介もせず声を掛けてすみません。私の事は『オウマ』とでも呼んで下さい」
　おどけた風ながらも落ち着きのある声。不思議な印象に磨きをかけたのは確かだった。
　一体、オウマさんは何者だろうか？　不安と警戒を保ちながらオウマさんを凝視した。

　ほぼ無人と化した車内に、しばし線路を走る電車の音が残響する。
「そこまで警戒しないで下さいよ。別に害を加えたりとかはしませんよ」
　沈黙に耐えかねてか、オウマさんは僕に告げる。その一言に、僕は幾分か肩の力を抜いた。この人を包む落ち着いた感じに、妙な安心感を覚えたからかもしれない。

「それで、あなたの悩みは何ですか？」

　再び、僕は問われた。何かを見透かしたように、いや、見透かされているのだろう。観念するように、僕は胸に抱えていたことを話した。
「悩み、というかは分からない。これはある意味で僕の我が儘も含まれているからだ」
「と、言いますと？」



